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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年6月3日(2010.6.3)

【公表番号】特表2009-532363(P2009-532363A)
【公表日】平成21年9月10日(2009.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-036
【出願番号】特願2009-503060(P2009-503060)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 493/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  20/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 493/04    １０１Ｄ
   Ｃ０７Ｄ 493/04    ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ  19/38    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  19/54    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｆ  20/20    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月26日(2010.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：

【化１】

［式中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ、群：Ｈ、Ｆ、ＣｌおよびＣＨ３から独立して選択さ
れ、ｎ１およびｎ２はそれぞれ独立して整数３～２０であり、ｑおよびｒはそれぞれ独立
して整数０、１または２であり、ただしｑ＋ｒは≧１であり、Ｄは群：
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【化２】

（式中、Ｒ３はＣ１～Ｃ６の直鎖または分岐鎖アルキル基である）
から選択される二価のキラル基であり、各Ｂ１およびＢ２は群：Ｒ４－置換－１，４－フ
ェニル（ここで、Ｒ４はＨ、－ＣＨ３または－ＯＣＨ３である）、２，６－ナフチル、お
よび４，４’－ビフェニルから独立して選択される二価の基であり、ただし、ｑ＋ｒ＝３
であるとき、Ｂ１およびＢ２の少なくとも１つがＲ４－置換－１，４－フェニルであり、
ｑ＋ｒ＝４であるとき、Ｂ１およびＢ２の少なくとも２つがＲ４－置換－１，４－フェニ
ルである］
の化合物。
【請求項２】
　Ｄが群：（Ｄ１）、（Ｄ２）および（Ｄ３）から選択される請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｑおよびｒが１に等しく、Ｂ１およびＢ２がＲ４－置換－１，４－フェニルである請求
項１に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項１に記載の少なくとも１つの化合物を含む重合性液晶組成物。
【請求項５】
　１２０℃未満でねじれネマチック相を有する請求項４に記載の重合性液晶組成物。
【請求項６】
　請求項４または５に記載の組成物の重合から誘導されるポリマー網状構造。
【請求項７】
　光学素子多層ラミネートまたは顔料として製造される請求項６に記載のポリマー網状構
造。
【請求項８】
　ａ）キラル有機ジオールを提供する工程、
　ｂ）上記キラル有機ジオールを式（II）：
【化３】

（式中、ＸはＣｌ、ＢｒまたはＯＨであり、Ｘ１は群：Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＯＭｓ、－Ｏ
Ｔｓおよび－ＯＴｆから選択され、ｎは３～２０の整数である）
の１つまたはそれ以上の官能化アルキル酸または酸ハロゲン化物と第１反応溶媒中、第１
反応温度で反応させて１つまたはそれ以上の多官能化エステルおよび第１スペント反応混
合物を生成する工程、および
　ｃ）上記１つまたはそれ以上の多官能化エステルを（メタ）アクリル酸塩と、相間移動
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触媒、および第２反応溶媒の存在下に第２反応温度で反応させて、１つまたはそれ以上の
ポリ（メタ）アクリレートエステルおよび第２スペント反応混合物を生成する工程
を含む方法。
【請求項９】
　工程（ｂ）が塩基の添加をさらに含み、そして工程（ｃ）が１つまたはそれ以上のラジ
カル禁止剤の添加をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　第２反応溶媒が第１スペント反応混合物を含む請求項８に記載の方法。
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